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トウモロコシ由来のエタノール生産はこ

こ 10 年の間急激に増加し、その併産物であ

る DDGS の家畜給与への有効性が報告さ

れている。しかし、乳牛への DDGS の給与

量が生産性に及ぼす影響については報告が

少ない。そこで、本研究では、乳牛への D

DGS の給与量を変え、メタン産生、乳量、

消化率およびルーメン発酵に及ぼす影響を

検討した。 

ルーメンにカニューレを装着した 12 頭

のホルスタイン種乳牛（平均体重 645kg、

平均分娩後日数 99 日）を実験に供試した。

4 種類の試験飼料を給与し、試験期間を 35

日間とする 2 反復の 4×4 ラテン方格法に

よる飼養試験を行った。 

試験飼料は、トウモロコシサイレージ 33.

8％、アルファルファサイレージ 22.9％、

チモシー乾草 3.4％、ビートパルプ 7.6％、

トウモロコシ 16.7％、大豆粕 13.2％、その

他（炭酸カルシウムおよびビタミン・ミネ

ラルプレミックス）2.3％（いずれも乾物ベ

ース）を含む TMR を対照飼料とし、DDG

S を対照飼料中のトウモロコシおよび大豆

粕と置換することにより 10％、20％および

30％配合した DDGS 配合飼料を用いた。各

飼料は CP（粗たん白質）を約 16.5％、ND

F（中性デタージェント繊維）を約 35.1％

に調整した。 

その結果は以下のとおりであった。 

（1） 飼料中への DDGSの配合量の増加

に伴って乾物摂取量は有意に直線的に

増加したが、乾物および総エネルギー

の見かけの消化率は有意に直線的に低

下した。 

（2） 飼料中への DDGSの配合量の増加

に伴ってルーメン液の酢酸 /プロピオ

ン酸比は有意に直線的に低下した。 

（3） 飼料中への DDGSの配合量の増加

に伴って乳量は有意に直線的に増加し

た（対照区：32.6kg/日、DDGS 10%

区：35.1kg/日、DDGS 20%区：35.8k

g/日、DDGS 30%区：36.6kg/日）。一

方、4％補正乳量は二次関数的に増加す

る傾向を示した（対照区：32.1kg/日、

DDGS 10%区：34.5kg/日、DDGS 20%

区：34.1kg/日、DDGS 30%区：33.7k

g/日）。 

（4） 飼料中への DDGSの配合量の増加

に伴ってメタン産生量は有意に直線的

に減少した（対照区：495g/日、DDGS

 10%区：490g/日、DDGS 20%区：47

7g/日、DDGS 30%区：475g/日）。ま

た、総エネルギー摂取量に対するメタ

ンへのエネルギー損失率は対照区に比

べて DDGS 10%区では 5％、DDGS 2

0％区では 8％、DDGS 30％区では 1

4％と有意に直線的に減少した。また、

可消化エネルギー摂取量に対するメタ

ンへのエネルギー損失率も、対照区に

比べて 4％、7％および 12％と有意に直

線的に減少した。 

（5） 飼料中への DDGSの配合量の増加



に伴って糞と尿への窒素排泄量は有意

に直線的に増加し（対照区：401g/日、

DDGS 10%区：413g/日、DDGS 20%

区：419g/日、DDGS 30%区：434g/日）、

窒素利用効率は有意に直線的に低下し

た（対照区：29.4％、DDGS 10%区：

29.1％、DDGS 20%区：28.2％、DDG

S 30%区：27.7％）。しかし、体内窒素

蓄積量（体蓄積窒素＋乳中窒素量）は

有意に直線的に増加した（対照区：20

4g/日、DDGS 10%区：229g/日、DDG

S 20%区：236g/日、DDGS 30%区：2

48g/日）。 

これらの結果から、DDGS を乳牛用飼料

中に乾物で 30％まで配合すると、乳量と乾

物摂取量が増加するが、乾物と総エネルギ

ーの見かけの消化率および窒素の利用効率

が低下することが示された。また、糞尿へ

の窒素の排泄量と体内窒素蓄積量が増加し、

メタンの発生量が低下することが示された。 
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